
Shinkuki General Hospital

当院は急性期・回復期の併設型病院であり、急性期にも多くのスタッフを配置し、発症早期からリハビリ
テーションを開始し、シームレスに回復期へ移行できることが特徴です。そのため、急性期スタッフも回復
期での回復過程を確認することができます。また、急性期・回復期を経験することで幅広い視野を持つこと
が可能です。
さらに当院は訪問リハビリも展開しており、超急性期から在宅まで様々なステージの経験ができます。また、
周辺地域の介護予防事業にも力を入れています。
利根医療圏の中核病院として脳血管疾患、心疾患、運動器疾患、がん患者様のリハビリを病院全体で取り組
んでいます！

《病床数》
391床（急性期293床、回復期98床）
COVID-19専用病棟 12床

《スタッフ数》
PT98 OT59 ST23名 合計180名

（2021年5月1日現在）
《設備》

心肺負荷試ReoGo-J、＠ATTENTION、ドライビングシミュレーター
心肺負荷試験（CPX）、嚥下造影（VF）、Trotto
ジェントルスティム、バイタルスティム

《チーム体制》
・整形、形成チーム ・外科・がんチーム
・脳神経外科チーム ・循環器チーム
・ICUチーム ・脊髄脊椎チーム
・回復期チーム ・訪問チーム
・外来チーム

【概要】

【特徴】

◆プリセプター制度：社会人1年目の不安を先輩がフォロー
◆ローテーション制度：幅広い分野を経験し、専門性が育つ
◆新人研修制度：入職後、リスク管理研修・基礎勉強会など様々な研修を経て臨床へ

急性期・回復期合同症例検討会、リハ科全体勉強会・チーム別勉強会
◆医師との交流が盛ん：各科回診やカンファレンス、手術見学や飲み会など公私ともに

可愛がってくれます！
◆資格取得者多数在籍：認定理学療法士、心リハ指導士、呼吸療法認定士など
◆学術活動の奨励：学会発表など病院からのサポートあり

【学会発表】

2021年度 12演題
2020年度 14演題
2019年度 15演題
2018年度 15演題
2017年度 14演題
2016年度 13演題

【先輩の声】

【2年目PTのある一日】

【出身校一覧】

＜東北地方＞
仙台青葉学院短期大学、仙台保健福祉大学、山形県立保健医療大学

＜関東地方＞
茨城県立医療大学、医療専門学校水戸メディカルカレッジ、マロニエ医療福祉専門学校、国際医療福祉大学（大田原）
太田医療技術専門学校、群馬大学、群馬医療福祉大学、群馬パース大学、前橋医療福祉専門学校、高崎健康福祉大学
長野保健医療大学、目白大学、埼玉県立大学、埼玉医科大学、早稲田医療技術専門学校、日本医療科学大学
人間総合科学大学、文京学院大学、葵メディカルアカデミー、上尾中央医療専門学校、埼玉医療福祉専門学校
八千代リハビリテーション学院、千葉柏リハビリテーション専門学校、了徳寺大学、彰栄リハビリテーション専門学校
帝京平成大学、杏林大学、多摩リハビリテーション学院専門学校、帝京科学大学、東京医薬専門学校、東京工科大学
東京メディカル・スポーツ専門学校、首都医校日本福祉教育専門学校、日本リハビリテーション専門学校
北里大学、昭和大学

＜中部地方＞
健康科学大学、常葉大学、新潟リハビリテーション大学、新潟医療福祉大学

＜近畿地方＞
白鳳短期大学、京都橘大学、近畿リハビリテーション学院、大阪医専、

＜中国・九州地方＞
リハビリテーションカレッジ島根、下関看護リハビリテーション学校、福岡和白リハビリテーション学院
国際医療福祉大学（福岡）小倉リハビリテーション学院、武雄看護リハビリテーション学校
鹿児島第一医療リハビリ専門学校、沖縄リハビリテーション福祉学院

Q：職場の環境作りで気をつけていることは？

A：先輩や役職者に質問や声をかけやすい様に積極的に話しかけて、気にかける
ようにしています。些細なことでも問題があれば早期に対応できるようにし
ています。

Q：職員教育はどのように行っていますか？

A：患者さん中心に物事を考えることができるようにOFF-JTだけでなく、OJTで
実際に指導を行っています。また、プリセプター制度を用いて新人教育を実
施しています。自信を持ってリハビリできるように体制を作っています。

Q：当院入職の決め手は？

A：病院見学の際に、活気あふれるリハビリ室に驚きました。患者さんの目線
の高さで話す先輩方と、意欲的にリハビリに取り組む患者さんの姿を見て、
この職場でこんな先輩たちと一緒に働きたいと思いました。

Q：当院の働きやすさは？

A：わからないことや不安なことがあれば気軽に聞くことができ、解決するま
で一緒に考えてくれます。また仕事に対するONとOFFがしっかりしてい
るため、ダラダラ仕事をすることがなく、その分プライベートも充実しま
す。

Q：当院入職の決め手は？

A：就職活動のため、職場見学に行き、病院の雰囲気が明るく、リハビリに
は活気がありました。また、STの人数も多く、幅広い知識を吸収するこ
とができると思い入職しました。

Q：当院のいいところは？

A：急性期・回復期の併設型であり、両方を経験することができます。その
時期に合わせた介入や対応を学ぶことができます。それには幅広い知識
が必要ですが、経験年数の豊富なスタッフから若手のスタッフへの教育
体制が充実しています。STとしてより成長できる環境が整っています。

係長 14年目

PT 2年目

OT 2年目

ST 3年目

Q：当院入職の決め手は？

A：入職の決め手は2つあります。当院には、急性期・回復期病棟があり、2年
間のローテンションでどちらも経験ができる事です。また、決められた手
技などにとらわれず、自分で勉強した事やチームミーティングで話し合っ
た事を実践できる事です。

Q：当院の雰囲気はどうですか？

A：明るく、活気があります。リハビリスタッフ全員で新久喜総合病院を盛り
上げていければと思います。

8：35
朝礼

9：00
臨床業務

12：00
昼休み

13：00
臨床業務

16：00
カンファレンス

14：30
家屋調査

16：30
記録

いかがですか？
活気ある、やりがいを感じられ
る職場です。
是非、一緒に働きましょう！！
お待ちしております。


